
牧草類の乾草作成と粗蛋白生産量について

上原俶助・田中今朝喜

山間部高冷地に冷いて草地農業を推進し家畜（主として乳牛及び緬羊）の多頭飼育をするにあ

ft　b，牧草地の造成は重要宏意義をもつものである。璋成されだ牧草地からは春期より秋期に亘

り，豊富に牧草が生産されてくる。この牧草は生草として家畜に給与されるとともに，冬期間の

飼料としてサイロに埋蔵され，エンシレー－tYとして給与されるが，エンシレー－tYとしての材料は

青刈玉蜀黍や其の他種々のものがあるから，優良な牧草類は努めて乾草を作成し冬期闘の飼料に

保管したい。乾草は家畜が愛食するばかりでなく，家畜の健康保健上極めて重要である。乾草作

成は簡易なことであるがこれについての基礎資料に乏，しいので，当地域の乾草作成に対する資料

ft得るため試験を行＾た。その大要をここに報告しだい。

〔試験方法〕

（ユ）試験場所　　長野馳」・県郡東部町和区

　　　　　　　　　　　　儒大繊維学部大室農場（標高950　m）

㈲種　　子　　北海道札幌市雪印種苗KK生産のものを使用した。

㈲　試験区　　直径30㎝，深さ2ユcrnの植木鉢に大室農場の畑土を充し，ユ区には5鉢を用

　　　　　　　いた。

　。試験区は次のユユ区である。

1（鯵1三劉　　　　　？

　　／G．チモシー・オーチャード・ラジノ・赤クローバ　　　　生種　”

混　　H，チモシー・ラジノー一一　一赤クローバ　　　　　　　　　3種

播　　1．オーチャート㌔ラジノー・赤クローバ　　　　　　　　　”

群　」・イ珂アン・ラ彦ノー・赤如㎞バ　　　　　”

　　・K．オーチャー一．ド・ルーサン・ラジノー・赤ク・一バ　　a種

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1－20－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、



（4）施肥量（ユ鉢当り）

　　基肥　炭酸謝預灰　　　5gr　　前日土簸全面に混合

　　　　　　　lll；：づ灘秘散棚纐

　　追肥　　　硫　　　　安　　　　　ユ　　〃　　　　　5月ユ’？’臼施用

　　　　　　　尿　　　　　素　　　　　　llt　”　　　　　　8月2A日　「1

（5）播種期　昭和38年4月ユ0日　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
（6）播種法　　鉢の表面にユO個所小穴を堀リユ穴に種子G粒宛播種し軽く覆土しだ。混播の

　　　　　　　　揚合は種類数によって小穴を按分し，上記のように播種しだ。

（7）間　引　各贔種草丈δcmPヨ外に左っだ頃，5nユ日を甲心としてユec当b　a個所に2本

　　　　　　　　つつ生育良好なものを残し他は全部抜取＾た。即ちユ鉢8本つつ生育語ぜ允。

　　　　　　　　濃播の場合は各種を按分して残した。

（8）管　　理　　除草は発生を認めた都慶抜駿＾た。灘水は乾燥してくれば何時でSl　t各屡各鉢

　　　　　　　　同一量を与えfC。

⑨　調　　査　　生草は適期を見計らい刈取り秤量しだ。さらにζれを同一条件のもとに風乾しr

　　　　　　　　充分乾燥の後秤量して乾草重豊とし允。

〔試験結果並に考察〕

　供試牧葦の発芽状況を調べてみると第ユ表の通りであやk。チモシーn・一とオーチャードの両種は

発芽に手間どoftことが目立つ。

ee’　：表　発芽の状況

発　　　　　　　芽　　　　　　　項　　目

諱@名
播種月日 始 揃　　　→

A．ラジノクローバ 凸．ユO 生．ユ8 ｛』。2Q

B．赤クローバ 〃 〃．ユ9 〃

C。ルーサジ 〃 〃．ユウ 〃．ユ9　　　．

D．チモシー一 〃 ”　．2欝 〃．2“

E．　オーチャート゜グラ・ス 〃 ガ　。22
〃

F．イタリアンライグラス 〃 〃．ユ8 〃争諾o

弘月20日当地域の気温は一5．5℃を示し降霜を見だ。このkめ発芽し地上に軟弱な子葉を出し

ていたものは被害を受けたカ㍉枯死する迄には至らなかっ児。

　つぎに生育の状況についてみると，圃場試験に於ても見られπ様に，幼苗期の生育が極めて鈍

く遅々としてい陀。中でもラジノクローバ。チモシーの両種は特に幼苗期生育が鈍かった。当地

の・う姉醜になると，醐は・とに臆あるか・幼醐姓龍搬によく姫麟エ

b80日内外経過後第工回刈取をし，秋期Eで順次像回の収穫がでS斥。何れの種類も完全臨
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画の刈取は可能ζいう事がわかoだ。第2衷には収穫量の明細を掲げた。

　つぎに第3表による生草年間の総収量をみると，萱科群ではラジノクローバが最も多くs7v・一一

サン・赤クローバの順となっている。禾本科に冷いては，イタリアンライグラヂが最屯多く，つ

ぎはオーチ・一ドグラスでeb，チモ・；一は最も少ない。混播群に鮒る5組合せについては，

ユ年目のことであるからその結果は論評する迄には至らないが，」のイタリアンライグラス群が

最も生草収量は多かっfte旺盛な生育をしだイタリアンライグラxの影響が大きいためであろうq

そ6他の群はオ・一チャードグラAの入れてある群がチモシー－ecより生草収量が多かっだ。

第2表　刈取期別の生草と乾草収量

第ユ回刈 第紹回刈 第3回刈 第生回刈　　　項　　目

諱@名
刈取

雌
生草璽

乾草

d
刈取

雌 韓乾草重
刈取

雌
一草重

乾草

d
刈取

雌 蟷
乾草

d
A．ラジノクロー∀｛ 7．ユ 86．在 慧）。3 7．30 205．6 裂7．ユ 9．3 3⑲。0 ε窪』5 10。組 94置．9 22．些

B。赤クローバ 〃 9窪。2 22．9 7．舶 ユ92．o 44．6 〃 芝K）、o 嘱3．5 〃 5D．5 ユユ．O

階e．ノ回サン
6．29 94，．o 27．7 7．2亭 二L38．7 40．窪 〃 205．Q 6些．o 〃 ㎜。工 ケo．サ

D．チモシー ワ．ユ 9ユ．O 欝9．5 7．30 工器．ユ 38．5 9．ユD 79．「7 忽．s 〃 6．ワ
2三

E．オーチャードグラス 〃 88．2 29ひ5 〃 ユ6b．3 窪7．窪 〃 ユo張9 36．8 〃 ほ）．6 6．9

F．イタリアンライグラス 622’ 泌。0 7ユ．5 7．23 ζ』Q生．5 86．5 〃 ユ93．0 59．o 〃 73．5 2ユ．0

　飛シー
@オーテヤードα．　ラジノー

@赤クロー鞠パ

7．ユ

，ユ説。9

35，妃 7．30 ユ90．6 5ユ．6 〃 ユ在L．7

「｛』9．9

〃 δ0．d 8．o

　チモ派
g．ラジノー

@赤如呵｛

〃 ユ編．5 3生．7 〃 鶏oユ．5 蟹）．2 〃 コ99．5 56．5 ’ 72．6 ユ在。5

@f
　オーチャード

G・ラ擢一

@赤クロ剛｛

〃 ユ矧5．2 39．6 〃 　，翌T．1 63．5 〃 脇．ユ 69．把 4 ㍗o．5 ユ7．0

　イタリアンライ

ﾑ。ラジノー

@赤クロー｛

〃 237．o ，酪、「7 7．泌 田2．9 ユOふ6 ガ コ8任．o 58．0 〃 80．O 矧3←0

　オ刷チャード

@ル帽顔！
j．
@ラジノ・一

@赤ク鳳一バ・

〃 ユ（鵜ノ7 30．9 7．30 箆鴛2。ユ 6鶏。ユ 〃 膿。5 67．侮 4 矧3。o ，7．0

注ω生草重量及び乾草重最はグラムである。

　　㈲収貴は3鉢の合計である。
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第3衷　年間総収kの比較

　　　　　　調査項目

諱@名

年間刈

謇�
生　草
克菶ﾊ

図上A区を
?ﾏOと9しだ

乾　草総収量
’図上A区を
?ｿ）とした

艨@　・数
乾草率％

A．ラジノクローバ 在 755．9
（ユoo）－ ユ75．9 （ユoo） 2＄．ユ

B．赤クローバ 〃 5岳6．7 （73♪ ユ57・．O （95） 28．7

O．ルーサン 〃 ワ06．8 （9の 202．8 （ユユ7） 28．7　　，

D．チモシー 〃 306．δ （像ユ） 9些．9 （5の 3ユ．o

E．オーチャ～ドグラス 〃 579．0 （50） ユ20．6 （74，） 32．5

P，イタリアンライグラス 〃 go9．o， （ユ21） 238．o （ユ35） 25．8

　チモシー・オーチャード
i｝」

@ラジノー・赤クローバ
〃 ｛L9“．2 （66） ユ凸ワ．7 （85）

　　　圏

窒X．8

　チモシ偏・ラジノクローリミ

g・赤クローバ
〃 595．9

　　1、
i　79） ユ些5，ワ （8紛 2益．5

　オーチャード・ラジヲー
H．
@赤クロ鯉く

〃 694，．9． （92） ユ89．1 （ユ07） 2「7．給

　イタリアン。ラジノー
v一．

@赤ク蹴呵く
〃 880．9 （ユユ7）

噺95二L．5

（ユ鍛） 28．5

　オーチャード・ルーサン
j．
@ラ吻一・赤クローバ

〃 δ65．3 （75） ユ67。4、 （96） 29．7

　つぎは乾草重についてみると，置科に知いて水分含量の多いと思われるラジノクロ軸パは，生

草の収盤に比して乾草の量は減じている。乾草量ではルーサンが最も多く，つiぎにラジノ71’　ta　一’

バ・赤クローバの順とtt　oている。禾本科ではイタリアンライグラそが最も多く・オーチャード

グラス．チモシ吻順であっだ。禾本科改草甲チモシ「力魎場試鹸と同様に牧貴成績の悪藤は，

当地域の立地粂件に適しないのではないかと考えられるが，い鷲だ明言できない。混播牧草につ

いては生草重量の項と全く同様であるということがで6る。

　つぎに乾草率についてみると，董科の中では赤クローバとルーサンが最も高く何れも28・7％

でaる。水分含kの多いラジ〃b一バは213．X％で前者よりか勧働・った・禾本科牧草はnt

チャードグラスが最も高く32．5％であって牧草雫最大を示している，。ついでチモシ“一・一の3ユ％

がみられ，イタリアンライグラス伽5．8％であるか獲轍草に似かよっている・1混駆の乾

草率は，その混入する種類の多少にエやて率も異なってくる事は当然である。本試験結果では一

応G群最も高く，K群・r群・工群・H群の順序となっπ・

　乾草中の蛋白量を知るため矢木研究室にその分析を依頼した。その成績は第生表に示すようで

あっプと。
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第些表　乾草中の粗蛋白含有量

＼、　　　項目

謨ﾊ

乾物ユQOgr

?ﾌN燈gr

粗蛋白含有量％（繊x6．

図上葛数
A区をユOO

ﾆし允比数

粗蛋白生産

ﾊ　琶r

図上A区を
?nOとした

艨@　　数

A．ラジソクロ叫パ 3．09 ユ9．3 αooタA区oo （工OO） 35．6 （エoo）

B，赤クロー唖バ 3や96 ユ8．5 （96）・” （96） 29．o （86）

o．ルーサン 2．66 ユ6．6 （艶）　〃 （86） ＄3．ワ （ユoo）、

D．チモシ偏 ユ．6拷 ユo．ユ （100）D区⑳ （53） 9．6 （29）

E。オーチャートゾラス ユ．56 9．8 （騨）　〃 （5x）， ユユ。8　’ （35）

F・．イタリアンライグラス ユ．86 ユユ．6 （u5，　〃 （60） ユ7．工 （5ユノ

萱科群の粗蛋白禽有量は，ラジノクローバが最も多く，つぎは赤Pn・一一バでth　b，ルーサンは3位

とttっている。禾本科群ではイタリアンライグラスが最も多く・チモシー・オーチte　一一ドグラスの

順となoている。即ち粗蛋白鐙は通じて董科に高く，禾本科には低いことが明らかである。イタリ

ァンライグラスの粗蛋白含有量は禾本科類中最も高いことが見られる。これは家畜に愛好される原

因であろう。元来工～2年生であるから，永年生草本より早期に㌍いて収量をあげ得られるでめろ

う。その後の草地においては，結実種子の自然落下にょる繁殖が可能であった。豊科との共棲は判

然としていない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1．

　つぎにこの試験での粗蛋白生産量を見ると董科の覇璽は多い。ラジノとノ」一一　Vンは殆んど同じで

あったが，赤クローバは精々少なかっだ。禾本科は通じて少なく董科の30～5D％O．生産量である。

禾本科中ではイタリアンが最も多く，オー一一ifヤード・チモシーということにな島チモシ　一は最も

少なかった。　　　　　　　　　　　　　1

以上牧草類の乾燥作成と粗蛋白生産量とについて極めて乏しい試験成績を述べだのであるが，今’

後更に試験を重ねて追求を進めたい考えである。
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